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東日本大震災後、電力不足や円高、

サプライチェーンが日本に集中する

ことのリスクなどが問題になり、日

本企業はより一層グローバル化を推

し進めようとしています。しかし、

そのことに対して大きな不安を抱い

ている方々も多いことと思います。

海外で事業を拡大する際に何を大切

にすべきか。今回は西郷南
なん

洲
しゅう

こと西

郷隆盛が遺した言葉のなかに、グロ

ーバル化していくために欠かせない、

人として組織としての基本とは何か

を探ってみたいと思います。

徒
いたずら

な「西欧かぶれ」を 
戒めた西郷南洲

明治維新後新たな国家を造るため

に、当時の政府は明治４年「岩倉使

節団」を欧米に派遣し、近代国家を

視察させました。「百聞は一見に如

かず」で、日本にはない状況を理解

するためには理にかなった施策であ

ったと思います。ところが彼らが帰

国したのち、日本で留守番をしてい

た西郷とは大きな相違がおこってし

まいました。使節団のメンバーは、

進んだ西欧文明から刺激を受けたの

はよかったけれど、「かぶれ」てし

まった部分もあったことでしょう。

日本に残っていた西郷だからこそ、

見える本質もあったのです。

何程制度方法を論ずる共、その人

に非
あら

ざれば行われ難し。人ありて後

方法の行わるるものなれば、人は第

一の宝にして、己れその人に成るの

心懸け肝要なり。（以下すべて『西

郷南洲翁遺訓』より）

西郷はまず「人間が第一」と考え

ました。どれほど新しい制度や方法

を取り入れたところで、それを動か

していくのは人材です。それゆえに

「人は第一の宝」と西郷は説きます。

そしてこの考え方は、長い間日本企
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大転換期を支える中国古典の智

第十七話

多くの企業で今急速なグローバル化が
進んでいるが、日本企業として残すべきは
どのようなことか？
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業が基本としてきたところだったは

ずです。しかし近年では、主にアメ

リカ流の人事制度が流入し、人間を

評価する際に能力や頭脳だけを基準

とする考え方が浸透してきました。

私はこれまでアメリカ系企業を数

社経営指導しましたが、「当社はあ

なたのノウハウが欲しい」「不要に

なったので明日から出社に及ばず」

という考え方がめずらしくありませ

ん。それを不用意に取り入れること

が果たしてよいのかどうか、もっと

考えてみるべきではないでしょうか。

そもそも人間の能力とは、全人格が

あってはじめて生きるもの。頭だけ

切り離せるとは思いません。

日本企業は人間を集団ととらえて

きました。組織の一員として、ふさ

わしい能力を持っているかどうかを

重視し、組織のなかでキャリアを育

てていくと考えました。そういう考

え方をあっさりと捨て去ってよいの

かどうか、今一度考え直すべきです。

万民の上に位する者、己れを慎み、

品行を正しくし、驕奢を戒め、節倹

を勉め、職事に勤労して人民の標準

となり、下民その勤労を気の毒に思

う様ならでは、政令は行われ難し。

西郷は組織の上に立つ者に厳しい

倫理観を求めました。贅沢をせず、

そして、そういう姿は日本人の部

下はもちろん、現地で雇用された人

たちもしっかりと見ているものです。

上に立つ者が私利私欲で争っていれ

ば、下の者もそれを真似します。そ

うなってしまっては、誰もついてい

きません。あるいはその会社を見捨

てるでしょう。日本が海外で組織力

を発揮しようと思ったら、まず自分

たちが身を慎み、清廉に仕事に励む

ことを第一としなければなりません。

租税を薄くして民を裕
ゆたか

にするは、即

ち国力を養成する也。故に国家多端

にして財用の足らざるを苦しむとも、

租税の定制を確守し、上を損じて下

を虐
しい

たげぬもの也。能
よ

く古今の事跡

を見よ。道の明らかならざる世にし

て、財用の不足を苦しむ時は、必ず

曲
きょく

知
ち

小
しょう

慧
けい

の俗吏を用い巧みに聚
しゅう

斂
れん

し

て一時の欠乏に給するを、理材に長

ぜる良臣となし、手段を以て苛酷に

民を虐たげるゆえ、人民は苦悩に堪

へ兼ね、聚斂を逃れんと、自然譎
きっ

詐
さ

狡
こう

猾
かつ

に趣き、上下互に欺き、官民敵
てき

讐
しゅう

と成り、終に分
ぶん

崩
ぼう

離
り

析
せき

に至るにあ

らずや。

西郷がここで語っているのは「名

君のあり方」です。名君は民から収

奪するのではなく、租税を薄くして

国力を養成するものだとします。た

正しく行動し、自分の仕事に誠心誠

意取り組む。下の人間がその働きぶ

りを気の毒に思うほどでなければ、

物事はうまく進まないと考えたので

す。諸外国のなかには人の上に立つ

者に「驕奢」を認めるところもあり

ますが、日本は違います。上に立つ

者とは、単に位が上というだけでな

く、尊敬の対象であり、先輩社員と

して「手本」の意味合いもあること

を忘れてはいけません。

節
せつ

義
ぎ

廉
れん

恥
ち

を失いて、国を維持する

の道決してあらず、西洋各国同然な

り。上に立つ者下に臨みて利を争い

義を忘るる時は、下皆これに倣い、

人心忽
たちま

ち財利に趨
はし

り、卑
ひ

吝
りん

の情日々

長じ、節義廉恥の志操を失い、父子

兄弟の間も銭財を争い、相
あい

讐
しゅう

視
し

する

に至る也。此の如く成り行かば、何

を以て国家を維持すべきぞ。

「節義廉恥を失いて」とは、恥も外

聞もなく、という意味です。西欧各

国は恥も外聞もなく、諸外国を搾取

することに邁進した。人間はとかく、

自分の国を離れるとそうなりがちだ

と南洲は指摘しています。「旅の恥

はかき捨て」ではありませんが、国

内では紳士で通っていた人物が、海

外の赴任先でまさに「節義」を失う

例は枚挙にいとまがありません。
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とえ国が苦しいときでも、税金をむ

やみに上げたりせず、上の人々が精

一杯節約に努め、民を損なってはい

けない。収入、すなわち国であれば

税収、企業であれば売り上げ・利益

ですが、これらが足りなくなると、

好ましからざる手段を使って収入を

上げる部下を重用しがちになると西

郷はいいます。しかしそれをやって

は、そうした行為に耐えかねた民は

逃げ出したり一揆をおこしたりして

しまうため、結局は国や組織が成り

立たなくなります。よく人を見て、

長い目で組織の繁栄を考えられる人

材を登用すべきです。海外に出てい

くならなおさらのことです。

「節義」を守りつつ 
グローバル化をめざそう

文明とは道の普
あまね

く行わるるを賛
さん

称
しょう

 

せる言にして、宮室の壮厳、衣服の

美麗、外観の浮華を言うには非
あら

ず。

世人の唱うる所、何が文明やら、何

が野蛮やら些
ち

とも分らぬぞ。予、嘗
かつ

て或人と議論せしことあり。西洋は

野蛮じゃと云いしかば、否
いな

文明ぞと

争う。否否野蛮じゃと畳みかけしに、

何とてそれ程に申すにやと推せしゆ

な態度としかいえないはずです。

広く各国の制度を採り開明に進ま

んとならば、先ず我国の本体をすえ

風教を張り、然して後徐
しず

かに彼の長

所を斟
しん

酌
しゃく

するものぞ。否
しか

らずして、

猥りに彼れに倣いなば、国体は衰
すい

頽
たい

し、風教は萎
い

靡
び

して匡
きょう

救
きゅう

すべからず。

終に彼の制を受くるに至らんとす。

西郷は進んだ国々で見聞を広め、

その制度を取り入れて国を開いてい

くこと自体に反対しているわけでは

ありません。まず、日本が本来守る

べきものは何か深く考え、そののち

に静かに西欧諸国の長所を検討して

取り入れるかどうかを考えるべきだ

といっているのです。やみくもに制

度や習慣を取り入れたがために、本

来守るべき日本の伝統や習慣を失っ

てしまえば、国は衰退し、風紀は乱

れ、結局は西欧諸国の侵略を招くこ

とになると危惧しています。実際、

「和魂洋才」といいながら、日本は

近代化を急ぐあまりに、本来守るべ

きものも捨て去り、西欧の文明に染

まっていきました。それは現在にも

続く、「アイデンティティの危機」

を招いたと思います。

グローバル化を進める際に、同じ

失敗を繰り返してはならないと私は

え、実
まこと

に文明ならば、未開の国に対

しなば、慈愛を本とし、懇々説諭し

て開明に導くべきに、左はなくして

未開蒙
もう

昧
まい

の国に対する程むごく残忍

の事を致し己れを利するは野蛮じゃ

と申せしかば、その人
ひと

口を莟
つぼ

めて言

無かりきとて笑われける。

西郷は洋行帰りの人々と議論を重

ねました。西郷は西欧諸国を野蛮だ

と批判します。それに対して相手は

「いや、西欧は文明国家だ」と反論

します。西郷は、本来の文明国家で

あれば、未開の国に対しては慈愛の

心を持ち、指導しながら開明の道へ

と導くべきなのに、実際には植民地

化するなど、殺戮や搾取を繰り返し

ているではないか、それをしている

国々がなんで文明国家なものかと言

うのです。そう主張すると、相手は

口を閉ざしてしまいます。返す言葉

がなかったのでしょう。

日本が新興国に出ていく際、どの

ような態度で事に当たればよいのか。

西郷の言葉に含まれている意味をよ

く考える必要があります。日本は先

進国だというおごりから抜けきれず

に現地に行って、きちんとマーケテ

ィングもせず、人材も育てずに儲け

ようとだけしたら、それは「野蛮」

海外にあってもまず自分たちが
身を慎み、清廉に仕事に励むこと。節
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考えます。さまざまな企業がじっく

りと考えることもせず、アメリカ流

の人事制度を取り入れ、失敗しまし

た。成果主義が流行したとき、ある

大手企業では大幅に人事評価に成果

主義を取り入れましたが、社員が互

いに協力し合い、部下や後輩を育て

るという美風を失った結果、すっか

りぎすぎすした雰囲気になってしま

いました。今はその反省に基づいて、

人事制度をもう一度作り直し、運用

しています。

正道を踏み国を以て斃
たお

るるの精神

なくば、外国交際は全
まった

かるべからず。

彼の強大に畏縮し、円滑を主として、

曲げて彼の意に順従する時は、軽侮

を招き、好親却
かえっ

て破れ、終に彼の制

を受くるに至らん。

外国の企業といろいろな取引をす

るとき、正道（道義）を守り、自社

のために斃れるほどの気概を持って

仕事に取り組まなければ、本当の交

際はできないものです。たとえば今

後、中国企業の力はますます強くな

っていくでしょうが、それを恐れ、

目の前の仕事を円滑に進めることだ

けを目的に相手におもねってしまっ

ては、相手から軽蔑されるばかりで

す。最初は少々業績が向上したとし

ても、ゆくゆくは足元を見られ、友

好的な取引もできなくなるでしょう。

どんなときでも「節義」を尊ぶ精神。

これこそが、西郷が近代化をめざす

祖国に求めたことでした。

「節」という字の竹冠の下にある
のは、「食」と「人」。成長の前に
たっぷりと栄養を溜め込むひとと
きというところでしょうか。そう
した節目節目で己の迷いや過ちを
整理してこそ、あるいはそんな経
験を身の肥やしにしてこそ、また
凛として、まっすぐ進んでいける。
人が生きる姿はまさに竹のようで
す（一艸氏・談）
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